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第１１回豊前市立学校再編成準備協議会 制服・PTA部会 会議録(要点) 

日 時  令和７年８月４日（月） １８：３０ ～ １９：３０ 

場 所 豊前市役所３階 第１会議室 

出席者  委 員  １４名（欠席３名） 

 事務局   ５名 

 

 ３．部会長の選出 

事務局より千束小学校校長の久恒氏を提案。承認いただく。 

 

５．協議事項 

(１) 検討項目およびスケジュールについて 

▶ 主な質疑、意見 

・なし。 

 

▶ 決定事項 

・事務局案のとおりで承認。 

 

(２) 豊前中学校および豊前蔵春学園の識別バッチについて 

▶ 主な質疑、意見 

・価格は税込か？ 

 →税込価格である。物価高騰により変動はあるかもしれないので確約はできないが、来

年度はこの価格と聞いている。 

・制服検査があったとしたらバッチもつけていないといけないのか？ 

 →つけるようになっているので、学校がどこまで厳しくみるかによると思われる。まだ

協議はできていない。 

・夏服の時はどうする？また、取れる心配もある。 

 →夏服には何もない。ワッペンタイプとすると転校の時に対応ができないので。 

・学校で購入できるのか？ 

 →制服の販売店で購入できる。新入生は制服とセットでの購入、既に通っている子ども

たちについては学校で一括購入し、学級費等と集金される形になると思われる。 

 

▶ 決定事項 

・事務局案のとおり、校章入りの刺繍バッチ（参考価格：1,200 円）とし、令和８年度よ

り全員着用とする。 

 

(３) 中学校の体操服の帽子について 

▶ 主な質疑、意見 

・帽子を指定するなら、小学校の帽子と中学校の帽子を似たものにしてもらえたら長く使
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えるのでは。未定ではあるが体操服のズボンも同色にするなどしていただきたい。 

・中学校でも使用できるような指定品として小学校で使用していたら、そのまま中学校で

も使用してくれるのではないか。 

・小学校から中学校に進学した際は別のものに変えた方が子どもとしては嬉しいのでは。

保護者としては変わらない方が経済的ではあるが。 

・髪が乱れるのを気にして帽子を被らない子が多いので、必須にしないと被らない。 

・青豊高校は指定の帽子がある。行事で皆がそろう時は被っている。 

・部活では被っているので、何故だろうと思う。 

・体育では周りが被らないからではないか。被ってほしいなら必須にしなければと思う。 

・なんでも良いとなれば、価格等良いものを被ってくる。 

・必須にして習慣付ければ被るのではないか。 

・蔵春学園も同様な扱いとなるか？ 

 →決まれば７年生から帽子を被るようになる。 

・現在小学生は赤白帽子を被っているので、連続して９年通うのであれば途中でわざわざ

帽子を変えなくてもいいのでは。 

 →転校しても対応できるよう、豊前市の中学生として制服から統一している面もある。

必須となった場合はこのようなご意見があったことを学校に伝える。 

・ちなみに、蔵春学園は６年で転校してもその時点での卒業証書はもらえないと聞いた。 

 →義務教育学校は９年制の学校であるため６年生で卒業という区切りはない。区切りと

しては卒業証書は発行しないが、修了証書のようなものは発行するかもしれない。そ

れについては今後の学校との協議で決めていく。（議事録にて回答追記） 

・決定までに時間があるのであれば、子どもの意見を訊いた方がいい。 

・熱がこもるので暑いところでは脱ぐようにとの指導もある。 

・中学校の先生の意見はどうなっているか？ 

 →資料のとおり、生徒の判断に任せてもいいとの意見。 

・現状、帽子を被る生徒が少ないのであれば、アンケートを取っても被らないという意見

がほとんどになると思う。 

・必須、指定品とするなら、なぜ指定にしたのか理由が必要。保護者、生徒に説明が出来

るよう。 

・小学校では、猛暑の時、体育は朝の早い時間帯以外はしないとかで、熱中症には十分気

をつけている。中学校も同様だと思う。 

・指定品ではなく推奨品を提案するとかはできないか。 

→推奨品を提案することはできると思うが、今回はまず体育の時間に着用を必須とす

るかについて意見をいただきたい。現状のままとして、ＰＴＡ等からの意見がでて

きたら学校に働きかけていくのも手段のひとつかなと思う。 

・途中から指定品を導入するのは保護者負担も大きくなってくる。炎天下では屋外での体

育はほとんどないし、遠足等で団体で来ているのをわかるようにするとかであれば必要

かもしれないが、やはり機能面を考えると現時点では不要ではないかと思う。 

・現状、帽子を被らないことで熱中症になる生徒が多いとかであれば必要だと思うが、今

の運用で問題がないのであればそのままとしてもいいのでは。 
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▶ 決定事項 

・必須とせず、現状どおり生徒の判断に任せる運用とする。 

 

６．報告事項 

(１) ＰＴＡ組織に関する協議について 

令和８年度以降のＰＴＡ組織の在り方について、豊前市ＰＴＡ連合会（市Ｐ連）に今後の

方向性を協議してもらった結果、 

・新設校においてＰＴＡ組織を新設する。 

・ＰＴＡ規約の整理等は市Ｐ連と再編事務局とが協議しながら行う。 

・豊前蔵春学園については、既に合岩小中合同ＰＴＡ役員会が協議を始めている。今後、

豊前市の小中学校としてそろえられるところはそろえていきたい。 

との回答があった。以上をふまえ、本部会では、 

・豊前蔵春学園のＰＴＡ組織については、既に再編する２校にて協議を進め、新たな体制

にて運営されているため、本部会での協議は行わない。 

・豊前中学校及び小学校２校のＰＴＡ組織については、ＰＴＡ規約の整理・原案作成等、

市Ｐ連と再編事務局で協議しながら新組織について検討する。資料２の検討項目１６か

ら２０については、部会にて協議を行い、地域、保護者、教職員より意見を訊く。 

とする。 

▶ 主な質疑、意見 

・今、京築ブロックの会長が豊前市から出ているので、また４年後の令和 11 年に豊前に

回ってくる。その調整をしないといけない。県Ｐ連の方にも出ないといけない。 

・事務局としてそこまでの協議には入らないと思う。調整のお願いはしたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


